
地域防災の拠点としての桑村小学校 

７月１７日、防災教育連絡会議が行われました。目的はいくつかありますが、その中心は、学校

と地域が防災教育や防災体制について連携強化を図ることです。区長さんだけでなく、地域安全課

の方も出席し、災害が起きた時にどのように対処するのかを確認し、有事に備えるために意見交換

しています。今回の会議では大きな課題は出されませんでしたが、桑村小が、災害時の防災拠点と

なることから、お互いに顔を合わせることはとても大事な意味があると感じています。 

学校では、年度始めに避難訓練を行ったり、授業においても災害について学んだりしています。

本年度は、４・５年生が防災キャンプと題して、学校に寝泊まりし、消火訓練や防災テント張りな

どの体験活動、ジュニア防災士の講座を受講するなど、多岐にわたる活動を展開しました。実際に

災害が発生した場合、長期にわたって避難所生活を余儀なくされることも想定されるので、１泊で

も体験をしておくことはとても大事なことです。子供たちは、少し不自由な生活の中で、互いに助

け合うことの大切さを学んでいました。以下に、防災キャンプの様子を写真で紹介します。 

 

《令和７年度版 学校運営協議会(コミュニティ・スクール)の活動について》 

桑村小学校応援団会議！ 
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